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■製品概要
　試作評価版の対話理解エンジンは、約１年間ライセンス販
売され、多くの改善知見を得て、人工頭脳ロボット研究開発
事業名で製品化を推進しています。並行して、コミュニケー
ションロボットの音声対話理解システムについては、システ
ムの中核である意図理解（感性や話題判定）モジュールを組
み込んだ製品「コミュニケーションエクスプローラ」を平成
22年10月に開発し、文書から書き手の気持ちや意図を抽出
できることを実現しました（図１）。
　現在も、意図理解モジュールの組み込みであるネットワー
ク型製品の販売を推進しています。また、サーバー側からス
マートフォンなどに対話通信が可能なモバイルコミュニケー
ション（図２）を開発しており、音声検索と自由対話への適
用を進めています。
　更に、高齢者介護支援の一環で、要介護者のリハビリと介
護者の業務緩和のために、高齢者の過去の記憶（自分史情報）

で対話を進めるエージェントコミュニケーション（図３）の
開発を進めており、認知症の進行防止などへの有効性を評価
するとともに、改善を重ねてから製品化を進める計画です。

図１．意図理解モジュールによるコミュニ
ケーションエクスプローラの可視化表示例

図３．介護支援の自分史対話例　
（エージェントコミュニケーション）

図２．入力理解と応答文生成例　
（モバイルコミュニケーション）
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■製品概要
　国立研究開発法人産業技術総合研究所の研究成果である
「高機能３次元視覚システムVVV」をベースとし、さらに独
自のアルゴリズムを加えた３次元画像処理基本システムです。
　この３次元画像処理基本システムを用いることで、高精細、
高精度、リアルタイムな３次元画像処理システムを短期間で
開発可能となります。　
　また、この３次元画像処理基本システムに含まれる各ライ
ブラリ（SDK）のカスタマイズを行うことにより、お客様
専用のライブラリやアプリケーションを作成することも可能
です。
　この高性能３次元画像処理基本システムには、次のライブ
ラリが含まれています。
１）面ベースステレオ法３次元計測ライブラリ：
　　AVS-Cor3D

　一般的には相関法と呼ばれる
手法を用いて、ステレオ撮影画像
をもとに、視差を取り、模様から
対応づけをして、３次元情報デー
タを取得します。　
　高次元の画像歪みを含めた幾
何学補正をリアルタイムで実行

し、利用目的に応じて、対象物までの相関関係を表す視差画
像とX、Y、Zの３次元座標情報を高速で出力可能です。

２）線ベースステレオ法３次元計測・認識ライブラリ：
　　AVS-Lcm3D、AVS-Recog3D

　撮影画像中の境界線（エッジ）
を抽出処理し、３次元位置を計測
します。ピクセル単位のステレオ
法に比べて線のあてはめによる
高精度化が可能であり、工業製
品・部品等の人工的対象物の直線
や曲線などの境界線の計測に最
適です。
　対象物表面の模様・反射に強い
認識ができ、線ベースステレオ法
３次元計測によって得られた結
果から、対象物の位置、姿勢、数
量を検出することができます。
　認識結果は３次元幾何学デー
タとして出力されます。

これらネットワーク型の目的別コミュニケ-ション技術と
あわせ、ニュースなどの新情報提供連携、エージェントの性
格変化を構築するなどの課題改善を進めました。
以上のネットワーク技術の確立により、ネットワーク型製
品に注力し販売を進める計画です。
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